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奈良町にぎわいの家 １月のイベントから

①まずはお点前を見ていただきます。（緊張?!） → ②お客様ご自身で点てます。

当館スタッフによる体験茶会

→③自分で点てたお茶の味はいかが？ にぎわいのお餅つき！

あいにくの大雨…ですが
ぜんざいを待って行列が！

つきたてお餅のおぜんざい、どうぞ！

町家講座は
「紀寺の家」代表
藤岡俊平さん。
｢新たな町家
暮らし｣を
ご自身の
体験から。

歌人・喜夛隆子さんに
よる短歌講座。
詳細はレポートを。

蔵は地元作家、
学生、来館者
による
凧の展示を。

お正月遊びコーナー。シンプルだけど楽しい！

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
お
客
様
、

う
ま
い
！

コマ名人、大塚英二郎さんによる
指導で女子大生も夢中！



奈良町にぎわいの家・二十四節気企画
オリジナル短歌＆書＆マークをお楽しみください。

短
歌喜

夛
隆
子
（歌
人
）

書
逢
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家
）

節
気
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

金
田
あ
お
い
（
藍
寧
舎
）

山
際
の
そ
ら
夕
茜

い
つ
し
か
に
霙
（み
ぞ
れ
）は

雨
に
雨
も
あ
が
り
て

山
に
沈
む
夕
日
、
山
と
空
の
間
が
茜
色
に
染
ま
って
い
る
。
寒
さ
で

茜
色
が
き
わ
だ
つ
夕
空
。
い
つ
し
か
、
霙
（み
ぞ
れ
）は
雨
に
な
り
、

そ
の
う
ち
に
、
雨
も
あ
が
って
い
った…

。
少
し
ず
つ
春
へ
と
向
か
う

「雨
水
」の
気
配
。
「雨
」の
繰
り
返
し
が
、
少
し
ず
つ
温
く
な
る

空
気
感
を
見
事
に
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
結
句
を
晴
れ
や
か
に

声
に
し
た
い
お
歌
で
す
。

「雨
水
」

にぎわいスタッフによる

絵手紙＆水墨画体験

にぎわい短歌会～「はじめての短歌」 レポート
短歌…というと、なんとなく難しい、敷居が高いと思っていませんか？そうでなく、誰でも気軽に楽しみ、作歌
できる歌会を企画しました。折しも、宮中では歌会始めが終わった１／１４。指導は、当館の二十四節気
短歌の作者、喜夛隆子先生。先生は日本を代表する歌人、故・前登志夫（日本芸術院会員・恩賜賞）の
短歌結社ヤママユ編集委員で、歌集やエッセイ本なども複数出版されています。まず、短歌になじんでもらう
ため、歌を皆で読み、先生に解説していただきました。一部、紹介すると、
なんとなく 今年はよい事あるごとし。 元旦の朝晴れて風無し 石川啄木
大寒の朝のスプーンのひいやりとみどりごが飲むりんごの果汁 俵万智
雪降れば空に向かって口あける そのように歌、歌ってごらん おの・こまち
霜柱立てる土より引きぬきし太き大根（おおね）の首のさみどり 喜夛隆子
どれもわかりやすい、冬の光景ですね。次は実作。一からの作歌は難しいので、前先生の歌より上句を
お借りして、それに続いて、皆さんに下句を作ってもらいました。（～以下が皆さんの歌）

草の上にわれの家族の集まりて ～笑顔はじける日だまりの中
～風を待ちつつ凧あげ準備
～おんごろの穴じっとみている ※おんごろ…もぐら
～フィーバーせしは遠き日のこと
～花を見上げる空を見上げる

皆さん、楽しく詠んでくれました。 さて、前先生の本歌は…
草の上にわれの家族の集まりて夏至の青梅積みあげしむかし

奈良は万葉集の地。1300年前、名もない人たちも、歌に自分の気持ちを
重ね詠みました。私たちも今の暮らしの感性で、楽しく歌をと思います。
４月に第2弾を企画しますので、どんな歌に出会えるか楽しみです。

（レポート／おの・こまち）

当館の自慢は、受付スタッフさん。皆さん、
いろんな特技や趣味を持っています。お茶、
お花を始め、フラダンス！などなど。
この絵手紙、水墨画もそんな特技から。
来館時、特に何のご用意がなくても、気軽に
参加、楽しんでいただけます。出来上がった
作品も中々の力作で、「へえ、すごい！」と
盛り上がり、お客様との交流の場になって
います。不定期の開催ですが、玄関にお知らせ
があれば、是非、のぞいて体験くださいね。

絵
手
紙
、
そ
れ
ぞ
れ
の

葉
書
を
手
に
。

←

水
墨
画
は

梅
の
花
に
挑
戦
。

スペインからの
お客様
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イ
ベ
ン
ト
、
講
座
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

奈良町にぎわいの家二十四節気マークから

暦の上では春 雪はやがて雨に

二
月
の
節
気

立春 ２/４～ 雨水 ２/18～

春
～
暮
ら
し
の
祈
り

事
務
局
長

藤
野
正
文

季
節
は
、
春
の
気
配
を
感
じ
る
新
年
の

「
立
春
」
か
ら
水
ゆ
る
み
草
木
の
芽
が
出

始
め
る
こ
ろ
「
雨
水
」
に
。
ま
だ
ま
だ
、

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
裏
の
梅
の
木
に

は
蕾
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
一
雨
ご
と
に

日
差
し
が
変
わ
り
、
春
一
番
が
吹
き
早
く

も
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
始
め
る

こ
ろ
。

こ
よ
み
で
は
立
春
の
前
の
日
（
2
月
3

日
）
が
節
分
で
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
は

邪
気
が
生
じ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
現
在

の
節
分
行
事
は
平
安
時
代
に
始
ま
っ
た
よ

う
で
す
が
、
「
ほ
ぼ
全
国
的
に
い
り
豆
を

ま
く
追
儺
（
つ
い
な
）
の
行
事
と
門
口
に

ヤ
キ
カ
ガ
シ
（
焼
嗅
：
ヒ
イ
ラ
ギ
の
枝
に

鰯
の
頭
を
刺
し
た
も
の
）
を
掲
げ
る
風
習

を
行
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
」
よ
う
で

す
。
ヒ
イ
ラ
ギ
は
家
を
の
ぞ
き
に
き
た
鬼

の
目
を
さ
す
と
さ
れ
、
魔
よ
け
と
し
て
家

の
敷
地
の
鬼
門
に
植
え
る
と
よ
い
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
焼
い
た
鰯
は
や
っ
ぱ
り
臭
い

の
で
鬼(

邪
気)

も
臭
い
の
が
嫌
い
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
に
ぎ
わ
い
の
家
で
も
焼

い
た
鰯
が
登
場
し
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り

一
日
臭
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）
。

節
分
は
日
本
人
の
生
活
に
染
み
つ
い
て

い
る
習
慣
で
す
が
、
日
本
人
は
邪
気
と
い

う
か
、
自
然
の
中
に
潜
む
得
体
の
し
れ
な

い
霊
を
恐
れ
、
邪
気
が
家
の
中
に
入
っ
て

暦の上での春とはいえ、体感的にはまだまだ寒い日々に
梅の紅や、球根類の綠など春の色に接する嬉しさ。
三寒四温を繰り返し、少しずつ温かい季節へ。

き
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。
平
穏
な
生
活
を

毎
日
神
様
に
お
祈
り
し
て
い
る
の
に
鬼
が

壊
し
に
来
る
。
こ
の
時
期
は
季
節
の
変
わ

り
目
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
一
層
特
別
の
こ

と
を
し
な
く
て
は
。
細
や
か
な
「
日
本
人

の
祈
り
」
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
の
行
事
で

す
ね
。

奈
良
町
に
は
「
祈
り
の
場
」
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
ね
。
た
く
さ
ん
の
社
寺
だ
け

で
な
く
、
町
に
支
え
ら
れ
て
い
る
神
社
、

道
端
に
あ
る
お
地
蔵
様
。
町
の
ひ
と
に
よ

り
続
け
ら
れ
て
い
る
春
日
講
、
庚
申
講
。

町
家
に
は
仏
壇
・
神
棚
。
東
か
ら
上
る
太

陽
に
祈
り
、
西
に
沈
む
太
陽
に
一
日
の
平

穏
を
感
謝
す
る
。
現
代
の
生
活
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
の
場
で
、
穏
や
か
な
祈

り
の
時
を
持
て
る
奈
良
町
は
ず
い
ぶ
ん
贅

沢
な
と
こ
ろ
に
思
え
ま
す
。

当館のスケッチを、藤田千代様よりいただきました。

に
ぎ
わ
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

奈良町ではおなじみの
節分後の風景。当館も
スタッフが焼いて…出来
たては中々のニオイ…。

今年の元興寺の絵馬は
酉年だから？コウノトリが
運ぶのは鬼の赤ちゃん。
とってもキュート！

つ
し
二
階
ア
ー
ト
企
画

三
好
剛
生
展

「か
の
え
さ
る
は
よ
あ
か
し
」
～
２
／
21

目隠ししてるのは隠れん坊じゃないよ。
庚申さんをモチーフにしたアート作品。
奈良町の民俗が新たな形に。


